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◆目 的◆ 小学生を対象とした理科教室を実施。実験や工作を通じ、発見する喜びや考える力を育む。 

 

◆会 場◆ 展示ギャラリー 

 

◆講 師◆ 科学読物研究会 坂口 美佳子 氏 

       

◆プログラム及び受講者◆ 

実施日時 タイトル 対  象 受講者／定員 

８月１３日（土） 

午前１０時～正午 「電池のひみつ～くだもの電池でオル

ゴールをならそう！～」 

小学３～６年生 １９人／３０人 

８月１３日（土） 

午後２時～４時 
小学１・２年生 １８人／３０人 

 

◆まとめ◆ 

サイエンスキッズは毎年夏休みに実施しており、子どもたちの自由研究などの助けとなっている

講座である。今回は新型コロナ感染対策のため規模を縮小して実施した。少人数のため講師とのコ

ミュニケーションがしっかりとれた学びの場を提供できた。 

講座では、電池についての説明のあとに、江戸時代に子どもたちの間で流行した遊びである百人

おどしを全員で体験してから実験を行った。くだもの電池でオルゴールがなると、子どもたちは目

を輝かせていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サ イ エ ン ス キ ッ ズ 
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◆目 的◆ 小学生とその親を対象とし、プラネタリウムや天体望遠鏡を使用した天体学習を行い、宇

宙や星空に対する参加者の関心を深める。普段は味わえない学びを親子で共有することで、

参加者の心を豊かにし、充実した日々の生活を送る基礎とする。 

 

◆会 場◆ プラネタリウム・３Ｆロビー 

 

◆講 師◆ 元朝霞第一中学校教諭 戸鹿野 宏道 氏 

 

◆対象／定員◆ 小学生とその保護者／１５組３０人 

 

◆プログラム及び受講者◆ 

実施日時 タイトル 受講者 

１１月８日（火） 

午後６時～８時 
皆既月食を見てみよう １４組２８人 

 

◆まとめ◆ 

当日は好天で雲にさえぎられることもなく、満月が欠けていく様子を天体望遠鏡と双眼鏡で観測し

た。木星と土星と火星もきれいに観測できた。 

講師の戸鹿野先生の月食の講義の説明はたいへんわかりやすく、こども達は天体を身近に感じるこ

とができた。やはり望遠鏡での観測に対する期待と喜びが読み取れ、講師の話しも好評をいただき、

講座全体として楽しんでいただけた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ ど も 天 体 教 室 
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◆目 的◆ 健康づくりに対する意識が高まる中、健康づくりに関する身近なテーマを学習する。 

 

◆プログラム及び受講者◆ 

回 実施日時 タイトル／講師 受講者／定員 保育／定員 

１ 

９月２９日（木） 

午前１０時～ 

１１時３０分 

気功を体験してみよう 

／健身気功指導員 小池 ルイ 氏 

１７人 

  ／２０人 
― 

２ 
１１月４日（木） 

午前１０時～正午 

ずっと自分の足で歩けるカラダ作り 

／理学療法士 高山 智絵 氏 

１７人 

 ／２０人 
― 

３ 

３月３日（金） 

午後２時～ 

３時３０分 

やってみよう！認知症予防体操 

／ＮＰＯ法人埼玉県健康管理士会 

    健康管理士 髙木 薫 氏 

１９人 

  ／２０人 
― 

 

◆まとめ◆  

１回目は健身気功指導員の小池ルイ先生を講師にお招きし、健身気功「八段錦（はちだんきん）を

実演いただき、そのうち４つを習得しました。参加者のみなさんはやわらかな動きでありながら、身

体の中では大きな効果を実感していたようです。 

  ２回目は理学療法士の高山智絵先生をお招きし、年をとっても自分の足で歩けるように、どのくら

いトレーニングすればいいのか実践する方法を学びました。参加者からは「健康寿命と運動の関係を

あらためて意識することができた。」といった意見がありました。 

３回目はNPO法人埼玉県健康管理士会の髙山薫先生をお招きし、頭を使い音楽に合わせ楽しみなが

ら体操する方法を学びました。参加者からは「グ―チョキパーを使ってアレンジすることで、ちょっ

とした脳活につながることを知り、自宅でも実践してみたい」といった意見がありました。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

さ わ や か 健 康 教 室 

第１回 気功を体験してみよう 
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第 2回 ずっと自分の足で歩けるカラダ作り 

第３回 やってみよう！認知症予防

体操 
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◆目 的◆ 論語は古代中国の儒学者である孔子とその弟子たちの言行録で、令和の時代でも通じる古

典とされ、渋沢栄一にも多大な影響を与えた書物となった。そこで今年度は昨年度に引き続

き３回シリーズで初めて論語を学ぶ方を対象に、現代社会での地域コミュニティを形成する

人と人とのつながりに焦点を当てて、論語から活用できる考え方を学習する。 

 

◆タイトル◆ 「人とのつながりと論語の世界」 

 

◆対象／定員◆ 市民／３５人 

 

◆プログラム及び受講者◆ 

回 実施日時 タイトル／講師 受講者 保育／定員 

１ 
１２月１３日（火） 

午後２時～４時 

開講式 

 ／朝霞市教育委員会教育長 

二見 隆久(代読） 
２７人 ― 

論語の言葉／放送大学埼玉学習センター講師 

            打越 竜也 氏 

２ 
１２月２０日（火） 

午後２時～４時 

論語の言葉／放送大学埼玉学習センター講師 

            打越 竜也 氏 
２７人 ― 

３ 
１２月２７日（火） 

午後２時～４時 

論語の言葉／放送大学埼玉学習センター講師 

            打越 竜也 氏 

２８人 ― 
閉講式（修了証授与） 

／朝霞市教育委員会教育長 

        二見 隆久 

 

◆まとめ◆  

今回は定員を３５人に設定し実施した。会場設営においては密にならないように通常の机・椅子

の位置を変更して配置した。また、受講者には受付時に検温・手指の消毒の依頼をし、講座途中に

会場の換気を行った。 

受講者は、先生の話を傾聴し、時折質問をする場面もみられた。講義の中では、実際に孔子の言

葉を口に出して読むことを重視し、論語が持つ現代へと通じる思いを全員で共有した。 

アンケートによる講座満足度においては、８割以上の方が「とても満足」、または「満足」と回答

しており、満足度が高かったと考えられる。例年、すべての回を受講した方に修了証書を発行して

いるが、今年度は最終日に出席した２８人の方全員にお渡しした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

悠 ゆ う 大 学 
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論語の言葉 
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◆目 的◆ 成人を対象に、講義を通じて学ぶことの大切さや楽しさを確認するとともに、参加者の交

流を支援する。 

 

◆プログラム及び受講者◆ 

回 実施日時 タイトル／講師 受講者／定員 保育／定員 

１ 
１月２６日（木） 

午後２時～４時 

落語を学ぶ 

／落語家 立川だん子 氏 

１８人 

 ／２５人 
- 

２ 
２月２４日（金） 

午前１０時～正午 

アーティフィシャルフラワーで心とから

だをリフレッシュしませんか 

／フラワーデザイナー 新井 美和子 氏 

１４人 

／２０人 
- 

 

◆まとめ◆  

１回目は講師には、落語家 立川だん子先生をお迎えし、落語の歴史、江戸落語と上方落語の違い

など教養としての落語講話や前座時代の苦労話をお話しいただきました。 

後半には落語を一席弁じていただき、会場からは大きな笑いが起こっていました。 

  ２回目はフラワーデザイナーの新井美和子先生をお迎えし、アーティフィシャルフラワーについ

て学び、さらにアレンジメントによるグリーフケアを実践した講座となりました。受講者の皆さん

それぞれの個性が出たキャンドルアレンジメントができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成 人 教 養 講 座 

第１回 落語を学ぶ 

第２回 アーティフィシャルフラワーで心とからだをリフレッシュしませんか 
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◆目  的◆ 人権に対する正しい理解と認識を深め、生活の中にある人権問題への意識を高める。 

  

◆実施日時◆ ２月１７日(金) 午後１時３０分～３時３０分 

 

◆タイトル◆ 「見た目」の差別 

 

◆会  場◆ ３階ホール 

 

◆講  師◆ NPO法人マイフェイス・マイスタイル代表 外川 浩子 氏 

 

◆対  象◆ どなたでも 

 

◆定  員◆ １００人 

 

◆受講者数◆ ７４人 

 

◆まとめ◆  

今年度の人権教育講座では、これまで公民館人権講座で扱ってこなかった「見た目問題」をテーマ

として設定した。講師は「見た目問題」解決のために活動されている NPO法人マイフェイス・マイス

タイル代表の外川氏をお招きし講義いただいた。問題解決の第一歩はまず「見た目問題」を人々に知

ってもらうということで、参加者が自分の問題として意識してもらい、社会的な問題として繋げてい

く機会となるよう、ご自身の活動の中での経験や見た目から誤解や偏見を受けやすい人たちの声など

交えた内容をお話しいただいた。 

  今年度も新型コロナウイルス感染防止対策のため、公民館６館合同による講座を３階ホールで実施

した。アンケート集計結果では、講座内容の満足度について、回答した５２人中４６人の方が「とて

も満足」「満足」と回答しており、講座満足度は高かった。 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

  

人 権 教 育 講 座 
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◆目 的◆ 毎週日曜日、季節に応じたプラネタリウム番組を投映し、天文への関心を高める。 

 

◆対象／定員◆ どなたでも／各回４５人または６０人（新型コロナウイルス感染状況による） 

 

◆観覧者合計◆ 令和４年度観覧者   ４，５８１人 

            内訳：子ども  ２，５２２人 

大 人  ２，０５９人 

 

◆プログラム及び観覧者◆ 

回 実施期間 タイトル 観覧者数 

１ 

【前年度継続】 

令和４年３月１３日（日） 

～５月２９日（日） 

春番組 

『北極星、みーつけた 

～あさひとかすみの時間旅行～』 

    ７０３人 

子ども ３７１人 

大人  ３３２人 

（令和４年度分） 

２ 
６月５日（日） 

～８月２１日（日） 

夏番組 

『うらしま太郎の宇宙旅行』 

１７３１人 

子ども ９２８人 

大人  ８０３人 

３ 
９月４日（日） 

～１１月２７日（日） 

秋番組 

『カラダの宇宙へ 

～さあ出発だ！！げんきとピカリン～』 

１００５人 

子ども ６２１人 

大人  ３８４人 

４ 
１２月４日（日） 

～令和５年２月２６日（日） 

冬番組  

『ぼくのオーストラリア星空日記 

～ギリシャ神話★アルゴ船の大冒険～』 

８３５人 

子ども ４３４人 

大人  ４０１人 

５ 

３月５日（日） 

～６月４日（日） 

【次年度継続】 

春番組 

『星占いの星座たち』 

    ３０７人 

子ども １６８人 

大人  １３９人 

（令和４年度分） 

 

◆まとめ◆  

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、投映回数を引き続き３回から午前１１時、午後３時

の２回に、新型コロナウイルス感染状況により、定員を９０人から、４５人または６０人に減らし

て実施した。例年、季節ごとに番組を切替えて投映している。楽しく観覧していただけるように番

組を投映する前に季節の星座などの説明を行っており、好評である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
      

プラネタリウム一般投映 

【春番組】 【夏番組】 【秋番組】 【冬番組】 
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◆目 的◆ 団体からの依頼により投映を行い、天文への関心を高めるとともに、プラネタリウムの

活用を図る。（投映番組は実施期間中の一般投映と同じ） 

 

◆対象／定員◆ 概ね３０人以上の団体／６０人 

 

◆観覧者合計◆ 令和４年度観覧者  ２６団体   ８２７ 人 

                  内訳 ：子ども  ６９６ 人 

大 人   １３１ 人 

 

◆期間（番組）別観覧者数◆ 

実施期間 団体数 観覧者数 

令和４年４月１日（木） 

～５月２９日（日） 
２団体 

６９人 

子ども  ６１人    大人   ８人 

６月５日（日） 

～８月２４日（水） 
５団体 

１９５人 

子ども １５５人  大人  ４０人 

９月４日（日） 

～１１月２７日（日） 
１１団体 

３６４人 

子ども ３１７人  大人  ４７人 

１２月４日（日） 

～令和５年２月２６日（日） 
６団体 

１４０人 

  子ども １１０人  大人  ３０人 

３月５日（日） 

～３月３１日（金） 
２団体 

５９人 

子ども  ５３人    大人   ６人 

 

◆団体別観覧者数◆ 

団体種類 団体数 観覧者数 

小学校    市内  ２団体 

       市外  －団体 
２団体 

 １２５人 

子ども １１５人 大人  １０人 

保育園（家庭保育室含む） 

       市内 １２団体 

       市外  ２団体 

１４団体 
３８４人 

子ども ３２９人    大人  ５５人 

幼稚園    市内  １団体 

       市外  ２団体 
３団体 

１８１人 

子ども １７０人    大人  １１人 

その他    市内  ５団体 

       市外  ２団体 
７団体 

１４０人 

子ども   ８２人  大人 ５８人 

 

◆まとめ◆  

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、定員を９０人から４５人または６０人に減らして実

施した。団体からの依頼により日曜日と休館日を除く希望日時を考慮のうえ実施した。投映依頼の

あった団体は小学校が最も多く、続いて保育園からの依頼が多かった。また、小学校からは施設見

学を含めての申し込みもみられた。今後も団体からの日程や人数の希望を十分考慮のうえ、団体投

映を実施していきたい。 

 

 

  

プラネタリウム団体投映 
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◆目 的◆ 学校の長期休み期間中や県民の日などに実施する。投映を増やすことで、親子で楽しむ 

機会の提供とする。（投映番組は実施期間中の一般投映と同じ） 

 

◆対象／定員◆ どなたでも／各回４５人または３０人（新型コロナウイルス感染状況による） 

 

◆観覧者合計◆ 令和４年度 観覧者    ３７７ 人 

           内訳：子ども   １９７ 人 

大 人   １８０ 人 

 

◆開催日及び観覧者数◆ 

名 称 実施日 投映回数 観覧者数 

春休み特別投映 ４月６日（水）・７日（木） 
各２回 

全４回 

３８人 

子ども  ２５人 

大 人  １３人 

ゴールデンウィーク 

特別投映 
５月４日（水）・５日（木） 

各２回 

全４回 

１０８人 

子ども  ５３人 

大 人  ５５人 

夏休み特別投映 
８月５日（金）・６日（土）・

１０日（火）・１１日（水） 

各２回 

全８回 

２１８人 

子ども １２１人 

大 人  ９７人 

彩夏祭特別投映 ８月６日(土) ２回 

１４１人 

子ども  ６５人 

大 人   ７６人 

サマーフェスティバル 

特別投映 
８月２７日（土） ２回 

５６人 

子ども  ２５人 

大 人  ３１人 

文化祭特別投映 
１０月２９日（土）・ 

３０日(日) 

各２回 

全４回 

７７人 

子ども  ３７人 

大 人  ４０人 

クリスマス特別投映 
１２月１８日（日） 

・２５日（日） 

各２回 

全４回 

８０人 

子ども   ３５人 

大 人   ４５人 

冬休み特別投映 
令和５年 

１月５日（木）・６日（金） 

各２回 

全４回 

１４人 

子ども   ７人 

大 人   ７人 

 

◆まとめ◆  

毎年、学校の長期休み期間中や彩夏祭、サマーフェスティバルなどに合わせて実施しているが、

新型コロナウイルスの影響により、人数を制限するなどして実施した。 

今後もプラネタリウム観覧を通して、天文に興味をもっていただけるよう事業を継続し、引き続

き、ホームページなどを活用し、多くの方に観覧していただけるよう啓発していきたい。 

 

  

プラネタリウム特別投映 
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◆目 的◆ 日ごろの公民館活動における学習成果の発表と、サークル及び利用者相互のコミュニケー

ションを図る。 

 

◆実施日時◆ ８月２７日（土）午前１０時～午後５時 

         ２８日（日）午前１０時～午後４時 

 

◆主 催◆ サマーフェスティバル実行委員会 

中央公民館利用団体連絡協議会 

中央公民館・コミュニティセンター 

 

◆対  象◆ 公民館利用団体・市民 

 

◆期間内入場者数◆ 延べ２，７００人（２日間） 

 

◆参加団体◆ ・展示部門           １０団体 

・行事部門（模擬店･体験講座等）  ７団体 

・発表部門           １４団体 

 

◆まとめ◆ 

 ３年ぶりに開催した第３７回サマーフェスティバルには、延べ３１団体が参加した。令和元年度の

参加団体が延べ４５団体であり、比較すると新型コロナの影響により参加団体数は１４団体減少した

が、今回はコロナ禍での開催のため一部イベントの縮小及び新型コロナ感染防止対策を徹底した上で

実施した。 

長年に渡って活動している団体にとっては、日頃の学習成果を存分に発表することにより、地区内

外の多くの人々に公民館事業に対する理解を深めていただく絶好の機会となった。 

また、利用者同士がふれあうことで、日常の枠を超えて交流を深め、新たなつながりを築いていく

ための契機となったものと考えるとともに、参加者の皆さんが真剣に取り組む姿がとても印象的だっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ３ ７ 回  サ マ ー フ ェ ス テ ィ バ ル 

 

 

開会式 

鳴子演舞 
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体 験 

 
コンサート 

展 示 

販売（模擬店） 

 

ポスター 

 

コンサート 
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サマーフェスティバル パンフレット 
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◆目 的◆ 日ごろの公民館活動における学習成果の発表と、サークル及び利用者相互のコミュニケー

ションを図る。 

 

◆実施期間◆ 通年（適宜、作品を入れ替え） 

 

◆まとめ◆ 中央公民館利用団体連絡協議会加入団体による展示コーナーとして実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝霞市写真連盟による展示 

中 央 公 民 館 展 示 コ ー ナ ー 


